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Prediction and demonstration via life history theory

生活史戦略による予測と実証

少子化が人口密度に関係するってホント！？

どんな研究
少子高齢化は深刻な社会問題のひとつです。この研究では、国勢調査等の公開統計データを分析し、人口密度
の高い地域では少子長寿傾向のあることがわかりました。競争の激しい状況では、子どもの成功のために、数
を減らしてひとりあたりへの投資を増やすためであると考えられます。

どこが凄い
少子化については、出産・保育制度や就業・経済状況など、社会経済的観点から議論されることが多いようで
す。一方、ここでは生物学的観点から少子化の問題にアプローチしています。そうすることでこれまで見えて
こなかった少子高齢化の本質的理解が進みます。

めざす未来
過去50年間、日本だけではなく、世界中で少子高齢化が進行しています。本研究では多角的な視点で現象を理
解し、本質的な解決策立案や解決策のための基礎知見を提供していきます。そうして、人類および地球環境全
体の持続的発展に寄与していきたいと考えています。
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